
＜指標＞

単位 R1 Ｒ2 Ｒ3 R4 Ｒ6

目標 98.8 98.9 99.0 99.2

実績 98.8 98.6 99.1 99.1

達成率 ％ 99.8% 100.2% 100.2%

目標 65,000 65,000 65,000 65,000

実績 65,951 63,121 50,784 53,623

達成率 ％ 9701.0% 78.1% 82.5%

目標 26.0 27.0 28.0 30.0

実績 26.5 25.1 23.7 25.1

達成率 ％ 96.5% 87.7% 89.6%

目標 8.0 8.0 8.0 8.0

実績 8.0 7.0 6.0 6.5

達成率 ％ 87.5% 75.0% 81.2%

目標 8.2 8.0 7.8 7.2

実績 8.9 7.7 7.4 7.7

達成率 ％ 106.5% 108.1% 101.3%

目標 1 3 5 10

実績 1 1 4

達成率 ％ 100.0% 33.3% 80.0%

目標 2.0 2.0 2.0 2.0

実績 1.6 1.6 1.5 2.0

達成率 ％ 80.0% 75.0% 100.0%

＜市民意識調査結果＞

＜次年度以降の課題＞

指標の分析
外的要因に起因するものもあり、全体的に達成率が厳しい状況ではありますが、事業の取捨選択や創意工夫することで、着
実に進めていく必要があります。

市民意識調査
結果

（R4調査）

領域名 必要度 満足度

- - -

※本施策は、市民アンケートの調査対象としていません。

市民意識調査
結果分析

-

令和5年度以降
の課題

各指標について、早い段階から取り組めることは確実に取り組む必要があります。また、情報収集に努めるとともに各種事業
の執行については必要性・緊急性・計画性等を十分に精査した上での予算執行に努める必要があります。
また、適切な事務執行や職員個々のレベルアップに向けた職員研修を実施していく必要があることから、研修計画を見直しま
す。
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まちづくり
の方針

臼杵市らしい自立したまちを協働でつくるために（行政経営・議会）

５年後の
めざす姿

人口減少・少子高齢化にあっても、持続可能な財政基盤を構築するとともに、職員一人ひとりが「市民の意見を聞くこと」を意識し、市民の意
見を的確に把握した上で、「臼杵市の未来を担う」という強い情熱と気概を持って市民と協働したまちづくりを進めます。さらなる意識改革と
業務の効率化に取り組み、市民の満足度が高いサービスを提供できる市役所をめざします。

施策の内容
・ふるさと納税の推進、効率的な基金運用、市税については適正な賦課と滞納処分等により自主財源の確保を図ります。
・防災・減災、人口減少を視野に入れ、計画的な公共施設の整備を図ります。
・持続可能な自治体の構築に向け、AI・RPA等を業務への導入を図ります。

新規
指標 指標名 説明・算式・引用

実績の推移

基金運用益 資金管理運営方針
千円

65,000

R5

臼杵市 施策評価シート 評価
担当者

課名 氏名 内線

財務経営課 荻野　浩一 ２１２０
（令和4年度）

コード Ⅷ-22-54 施策名 市政運営を支える基盤の強化

施策の方針 行政経営

＜施策を構成する主な事務事業一覧表＞

R３年度
実績

R４年度
実績

令和５年
度年度
見込み

1 総務課 2,926 2,750 2,750 継続 ○

2 総務課 6,600 8,580 重点継続 ○

3 総務課 ○ 1,140 1,858 6,273 継続 ○

4
秘書総合
政策課

○ 590,960 659,547 800,000 重点継続

5

6

7

8

9

10

595,026 670,755 817,603 

＜施策の今後の展開　～担当課長評価＞

＜施策の今後の展開　～内部評価（内部検討会）＞ ※以降の評価は、令和３年度～令和５年度の３カ年に分けて実施予定。

<臼杵市行財政活性化推進委員会による外部評価：最終>

<臼杵市行財政活性化推進委員会を受けての市の取組>

-

実施年度 内部評価

令和４年度
実施済

-

外部評価 評価のコメント

合計

進捗状況

自主財源の確保については、引き続き強化していく必要があります。また、将来を見据えた事務事業の見直し、事務の
効率化等については毎年度着実に実施していく必要があります。

課長評価

やや遅延
目標を達するため、

現状維持とする

業務BPR実施事業
業務を見直し、より効果的、効率的な方
法での業務実施を実現

職員研修事業
職位、対象別に派遣研修、庁内研修等の
実施。

ふるさと納税促進事業
頂いた寄附の中から、謝礼品費や事務費
等を除いた金額を重点事業に有効活用し
ます。

事務事業名 事業内容

担当課
※実施し
た課を記

入

課の
重点

※運営計画
記載

事業費（単位：千円）
課長
評価

公
共
５
ヵ
年

他の
関連施策

コード

行政経営システム運営事
業

サービス検証システムや行財政活性化
ツール等を有効・効率的に予算編成へ組
み込むための仕組みの運用
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